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We examined histopathologlCally tiie Viscei・a10rgこulS Of（liseLISed ciirl）S either  

Withinfectiuos ulcers ol－ with healing ulcersin their body surface．In the  

Serious diseased fishwithlargei11fectious ulcers，1）the smaliles主onsinvoIving  

the endocardiuIn and myocardium，in which rods werc ciissemin；ited，＼l7（＞re  

produccdin the ventricle，2）the marked hemosiderosis occuiJredin the s首〕ieen  

andin the hematopoietic tissue of the kidney，3）1il）OPrOtein－g主→；inulこItiorldege－  

neration occurredin the extensive hepatic cells，4〕masses oflil）C）fしミSCinサiaderl  

macrophages appearedin theinterstitiこ11tissues of theilVer an（1r）anCreaS，a王Idin  

the spleen and the hematopoietic tissue of the kidney． Andin the fish  

healing ulcersl）snlallround cells extensivelyinfiitrzlted through the rnyocar－  

dium of the heart，2）masses of ceroid－iaden orlip〔〉fuscin－ia〔呈en macrophages  

appearedin the spleen andin the hematopoletic tissue．  

Fronlt上Iellistoi）athologic；110bsel－Vatio11，it hasl）een cO11fi‡て11e（1t宣1乙1tl〕こLCtel・erIliこI  

producing disseminatc（llesi（〕nSin the viscel－alorgansisinduce〔t bvl’Ods，and  

the flexible bacteriurn can r10t PrOduce them． We have conclude（lth封：the  

appearance ofllenュOSiderosisi壬1［！】e Or鮮1【lS abotllldillg Wit‡1tile Ceils cf ttle  

reticuloendothelials）YSte汀1mlght be relこite（1to theincreasein the】lumber of  

（leterioItated er〉rlhl、oc）rteS ilつ tlle Circulating bloo（i，reSulting fro】1ュ111al－ked  
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・封㍍鵠トイ誉臣甘い汗ヤぺ二   

c主】てt血相n〔盲e】一Onge汀ほ－－ti－‥11しこ し再∵てらことIi、′▼ピ ーぐこて～〔汀邑ンミ 1＼1r‥、；－nl）（ノ）i11と（川t tま－at  
fll郎両肌ほ1汗呵正直－ほ「－t（）CCtけユーSil一冊、・i、、Cし、11÷…－け湖心 ま＝ ＝慄 …軒・i（1一芸誉（】i≡もどaSe  

（二（）n（1iiioil，   

e8  

体表に形成さ‥委した灘辣満票i瑚、テ既．瑠＃宮浦≠∴ついて㍑前2雄†肛－‡、Lた〔、〔宮崎ら1976）進  

行過払二ある潰瘍病巣が政府薫ば∴ぷ出汁∴いか封新車㌦付溌満車∴転移一針緻病巣が認署薫れ雪  

三た，紺掛㍊持押代乱射㌫照職誉押掛㍊1相称こ二自銑亮一が発現パノて：）などニL動蒲の乱調を示す  

ゝ′とを対比，検討した結果を 所見が得られた。そこで，二れ予パーげ濡㌧潰む腋駁明朝蛸雄招墨．請樟  

幸膵～する。  

道子ナニ）…通称こある†揖誌柄貸主とギ格闘に言1く）そ′盲し、亭ノ持 ふ畑j．甘かト再拭一昔器官㌢摘旧し，ヘリ  

け軋 プアン液，1Dヌ言こさてルマリン水で巨1ニミ／㌫しノ∴ 昔浩∴群㌧て′卜占／＝二〕パラフィン那■を得た0染  

色こミ．三日E‡た色，ギムザ染色， トリ‥クトト〈ム翳とf三■！．ク ノ7ザン染た7 ∴∵リー ニil‡染色，Ⅰ⊃AS反応，ホ  

イルゲン反比、，ウンノナ。バッベンハイム染きり抒重囲ゝ維染色、「フィデ′しト緑維索染色の他，リボブ  

スナン，セ一つイド，へキジデ1ノンなど（フつ色宗1プ〕．7ニュノ′）∴べ、ダ、ン1i‡染む，ズ、ダ、ソ黒B染色，ベルリソ育  

・                                、・∴、  

三貯こぎーミ、′∴＼二て擬 －一法，ヒユウタ法，7FJキサン匂、ンソソ仁豆1ンし＿′′7こ ご‡′′－こ，【し，述の各様の色素の特  

性を見るた琉に埠‰避酸た水泉水，㌢‰墨∵ノダ石膏カリウ左裾管簸，ト‰・鯛受，i％水酸化ナト  

リウムか潜紋，アセトン，おユびヤシリーイ イ糾封帯惹昌（㌘亘∴：／雄二汚§1）も行なっ∴ニ。  

…  
一  ノ  

り心搭：休養∵班毎’くされた潰法瀕誓‡が・；リ＼、大Lて，作 目鵠利潤や↓十雷管を巻き込んで，敗血病  

・ ・． こ‥－一  

侵入Lて心卜7」隊1ミ展死するとともに，併接すごいL、たJ∫二㌻∴‡、∴射き渡潮※ぷトていた（i予ig．i）。   

治癒過程にある潰疫病寂をもつ病藍巧心㍑で点 心室の心肝紅絹二′‖1う得宗胴長を主体とするび漫  

一 牲モコ壬ミし 

・ 

（Fig・3）ト樟草変性に障った肝鋸胞では，空覧化し。・二郎蔦■。ニー’三…人にf派㌔1たで桃色に染るi～数個の  

小剰泣が杜1リいノでィ、た。この小■葦粒ほ／∵トフィソ切片・r＿、軸机欄氾と丁～コキサン・シヅフ反応に陽  

軋雛フクシソい㌣叫→二重机＝L軋丈戸・たノこ！ ワイケ㍉ルト緑維素染色に弱陽性に反応する  

が，Pノ＼S反応，抹反応，ホイノけン′〔ン沌7 ウソナり、ヅベンハイム草紙ではいずかも陰性であっ  

た0また，ニ現＼睾ゝ7准が7ミニトンとキシロ叫ル∴よる長桐服甘〔、溶解消失した。以上のような性  

ぎ′了かり，、′1の呈雄ノ廿ヒと∫イ「て守エなく，－一針珊ノニ′ン／ミクニヒ冊折さオいし。望た，この節粒は細胞内  

封入棒とよく似ていズ〕れ核温軋亡琳糾トであることか〔J封入体ではないと思われた。また，肝細  

即〕指タン／り性質雌変性が著しい肝臓では，リ※フスナン担那加ミ，変性に陥った肝実質域や数  

洞およひ潤膵鴇銅掛1甘蝕また烏′J、卿ノこに（長㌻′㌻し⊂汁閲していた〔Fig・4〕。それほ細胞矧瑚こHE染  

色で黄褐色に圭⊥える紬！ヾミ釆上松を－充満Lていて，そげ〕批鉦ひ隊は核濃拓凍鳴こしノて麻在；していること  

が鋸、／）た。二のリボフスナンは決りよぅなノ附揉も－一〕ていた。）ノミ∵アィソ那一での脂肪染色，シ  

ュモー牛反応（羅蕎や〕クリリト→で去（青色ゝ1ソ∴ニトン逝潮斜紀た），ヒエソク法（青色），PAS反応   
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（紅色），マロリー三重染色（赤紫色），アザン染色（橙色），アーコキサン・シソフ反応（桃色）に  

陽性であるが，抗酸性反応に弱陽性であり，塩基性フクシソ染色，鉄反応は陰性であった。また，  

有機溶妓に不溶であるが，脂肪染色性を失っていた，酸，アルカリ，過酸化水素，過てソガン酸カ  

リウムに不溶でかつ脱色されなかった。   

治癒過程にある潰瘍病巣をもつ症例の肝住勘二は，肝素描包の指タンパク性町粒変性やリボフスチソ  

担細胞の出現もあったが，いすれも軽度であった。  

進行過糧にある軽症例の肝臓でほ，大半の肝細胞は豊富な桝原を含んでいた。   

3）膵臓：コイの膵臓は消化管の周囲に欄布」するのみならす，肝臓や脾瀾や辛匿入る血管のれ管  

壁周囲にも分布する 。このうち，特に，肝臓誉Ⅷ糾践ノ引二ある仲臓の問質にくよ，病気の遇恕に応じて  

種々の色素顆粒が沈着した大単核細胞が塊状に集検していた（王丁主g・4）。ニの塊状こ集ハした大草  

核細胞群の内部には好銀性甜脛層維ほ見られなかった。まず，進行週計こある重篤例でほ，リボフ  

スチン担細胞のみで細胞集塊を形成していることが多いが（F料4）。治旛例では，卓越したリボ  

フスチン担細胞に加法て少数のセロイド担細胞も出現していた。そしてこの段隕でほ，色凄鷹菌症  

沈着した大串核細胞は核濃寿掛二陥っていることが多かった。なお，実j妄㌔首魁織には著変は見られなか  

った。   

4）消化管：ここにほ著変は見られなかった。   

5）脾臓：重篤例の脾臓では，脾髄が萎縮するとともにへモジデリソやリボブスナンが沈着した  

多数の大単核細胞が脾髄や某組織にび漫的に県現していた （F亙う）。このうちへモ∵ゾデリン担細  

胞が卓越していて単独で～：ま…現しているが，リボフスナン榔神子包は比較的少数で，小舅二塊を形隠する  

こともあった（Fiきざ．6）。この段階では色素顆粒が沈着した入庫堰制僕ザづち㍉好鎚怯細銅線雄二三  

つわりつくような状態にないものも少なからザあノ）た。へモジデリソほHE決色で鴇色∴見える微  

小粟粒で，大単核細胞の細腰′員内に充満していて，ベルリン青反応（ミ㌔ミ音色），シュモ・一→りえ応し錆  

色）に陽性であるが，脂肪染色，杭酸性反応，覧其倖フグシソ染色，りり←法，ヒエッグ法，フナザ  

ン染色，マロリー三番染色にはいザれも陰性であった。また，有級溶媒，滋，アルカリ，過萬北水  

素，遇マン ガン酸カリウム水溶液の義時問庖㍑一三でへキジデリソは不溶であり，脱色されなか〉つたこ）  

なお，重篤例の脾臓帯出現したリボフスナン三ま抗敵性反応に陽性であり，杭汚封隻リボフスナンと1て．」  

断された。   

治癒過程笹ある症例の脾臓では，リボフスナン，セロイド色素またはへモジデリソ7シ、∴乙れぞれ沈  

着した大単核細胞がより集った藩膵班㍍射持組織内に牒在していた（Ⅰγiきて．7，8〕こつ こ町細胞粟現せ構  

成する緑胞のうちでへモジデリソ担細胞ほ棒劫て少数であり，リボブステン担紳∃‡望と七、ト1イド打点1  

胞が卓越していた。また，この細胞集塊の内酢こは好銀性紺糾敵組が明瞭こ見られた 〔Fig．ウ∴。  

なお，セロイド色素はHE享染色で補色に見える硝子様の親犬鱈粒で主に核濃縮に1トっ亡夫車扱誹瀧  

の細胞質単に存在していて，次のような性’質を持㌧ていた〔〕親方染色には弓∃陽性であるが，拓璧性  

反応（輝赤色），塩矧生フクシソ染色（韓紅色），PAS反応こ（紅色〕，アサン染色〔赤色＿）に雄紆牛て  

あり，シュモール反応，リリ1ム ヒエッグ沃，鋲．反応に甘各社であった。烹た 存撲‡容崩」㍗熟  

アルカリ，過酸化水素㍉ 過てンガンi’唆カリウム水溶液に・モ‥ロイド亡ぶほ不溶で脱色さ，わ′なカし〕ノ声二。   

6）腎臓：重篤例の一別簸ては糸薫三三体こ著変ほ見「）れないが，尿細管」」玄はかなり細か〕硝子摘要  

性に陥｛ていた。違通欄絹針畑一難泄蘭捕姉弟鋸鮎胞の多くにへモジデリソが沈岩していて，縫′rfノ汗圭こ  

はセロイド担細胞とリボブスナン担細胞より成鳥紺膵集塊が散在していた（Fig．iO〕ぐ）   

治癒例では軽度の尿細管上反の硝子摘変催ザ生じ∴紳納内成就腫匠へモジデリン沈着も種皮て虻   



堅明ノH却 －プ㌣川二ニー黒●LL星間二  ／U  

ノノた，。しかし． ボブスニ㌢ソ セ∵イド才≡ほ舶’連より成る細胞栗城詔かなり多く見られ，これ  

モノゲ〕細jて1プγ女王核濃鰍こ障一） 

7）宰思：ここ∴さま菩変二三比「）れなか／つた「＝  

メゝ  
′づ、、  

へ÷∵ノウ二’リソ拒細軋り誉フスナン拒細胞，セロイド担綱冒包  

の数と程度部署しく多二大で血  

へモグ；1ビンに 由来する色素であり，赤血  

197車。重篤例の濱傷病巣には漱Lい  

ていろことが多く，このことから，  

人することとなり，これによって脾臓や  

造れ払筒㌃ケ軒すろ呑食甜蔦の繁殖が蕪闇づかるとともに，愛性Lた赤血球が呑食細胞に担取さ  

れて墟凄される－ そLて，そこつ責～…ミ果、 れごノのぬ結、器官に高圧の血統転が発現すると考えられ  

三もミ′r二∴勲距別封′Eプ折紙こにゾニ）．；tブ‘ニへモノノ、、リソを許良しノた大単核潮脛闇，顆洞の如網内皮細胞  

り晶㍑蛸」け㍑）であった。腔針∴ おけそへモジデリソ担細胞に関して甘紆銀性組網線結から遊離  

してい三て）細睾もあったが  大＼ト黒紺鉦土鍋群雄苗沃ま∵号パついていて，へモジデリン才耶那包の多  

く誉却ほ雛廿喜〔＿加．ノミZ▲ノ＼lく！1り与2〕と、川ぢ子された。以Lのことから膏搾篤や腎臓の造血組織でへそジデ  

＝ぺ耶㍍／呑食Lていかりミニヰj一、∴圭二 博‡ノ′」汝ネ（ノ＼盲くノゝZ八K！1ウう2，赤晴ら 呈962）の細胞であり，  

∵㌧∵甘いて㍑凍丹‾満 つ勃瀾∵器官沈神位と‘里美のぷ‖璃鋸簸てあると考えられた。   

甘酢附）、津浦∴′く、∴ヒ‘三三＝細…；三．㌧つ楕∵■ノバ里中明郡鋸’号侶…をしノ∴膳？甘ポ身ナに乱調が起こっていた。  
パ浩一三代射手誉汗症掃い 

L′小し，ニ′ノりけ57－㍗∴空イ守 薫け㍗圭二／ご）不明である。   

病魚り昔蟻」常雄け昭■洋と誉牒汗∴H〃サ・組㍍打涌雄㍍二）絡圃紅与麦芽晶神包に諒吏リオブスチンやセロ  

／卜、′どごて去くニ「）沈着ノバ塁▲しJ′さぎ   ノバ、、‥′つン′づてソスチソは「渕′梢泊▲，シュモール反応，リリー法 ，ヒュ  

′ケ沃に闘′妄ミニ言文≦ノい∴描・二・；トノクシソ牒洋上二丈簗隼∵りトンボ，圭一∫イド色宗ほi富基性フグシソ染  

で】‾∴二等r二鱈汁裾引二；二陽性であり，シ㌧－トーノLノしノ雄。、、りり〝一法．ヒ、1、ツク法にほいずれも陰性であっ  

このユうな組苗骨芳墨椚刃∴（リソン／】略㌔侍彗1972）ニュノ）て両方ひ色素を区別することが  

てきた′。以E二りことかゝ二ノ哺乳酢 ＝憫ナる′州こ仁㌔素の鱗常に′肌、られる組織化学的手法  

雄二【i…j二ln7’2ト量ノ掠睾け｝そか∴∵し・L増て－きこことが′わか／♪た。 リボブステンほ消耗性疾患や栄養不良  

り、とこT牒粁丁▲、萎新一′し澤；－㌢り焦げ㍑侶㌫1吏着す宣とまi、われている（零沼二ら1974）。またセロイド沈  

童・㍑ビタミ ン㍍欠乏常雄■∵実㌘狙絡∴現われろと言′巨わている（平井i97う）。基本的に，ズダソ  

ill，ズダンプ繁昌なごの【捌描≒仁Lに染るが庸藩溶媒に不払 PAS反応陽性，抗酸性染色で染るとい  

イじ狙織化学的特闇艮ヰすか甘牲性軋素甘∴払繁化藩鮪の重や物で その重合の程蜜によって飢餓  

チじ苧裾描‡に若トジ〕違いがで三：）とされている。く：l’㌣ARS董ご1？72）。病漁の絶食による疲労や栄養不良  

がこ九ら中沼炭層色料11沈君父牒持射こなっていると考｛斗′れ∴掛魚の治療にほ抗菌剤に加えてビタ  

ミソ三三など（ソ）′1主義年率7）授与一・もは〉’再ゝれるべさであノ1て）。ただ，興殊あることには，これらの消耗性  

亡〕一素り沈着が㌧ 巧柑L動物では冥一打糾凝結1三！三るのに吋し／て，コイでは鋸掛1皮糸の細胞に若しかっ  

二。′」、  ㌢相打彗瀾の肯緑招針∵轟－る師矧′El乾糸プ〕ように老】盲】赤血球の処理料召をもつ細胞系  

こ，消耗性色ぶせ漑鳶Hてこ′そこほ，色素沈羞士彙油瀾沌は＝イ絹針り車かの和開性があることを示  

唆していると，主一∴浩L二〉。＼計鮎二お汁む甘粕封・1素の沈着こついては今後検討Lていきたい。   
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約   

1・滑走細菌による潰瘍病iこ礁病したニシキゴイの内臓諾詔官せ病理糾撒学軋i■ゴよび組織化学的こ   

検討した。  

2・その結果，a〕重篤例の心臓鞋紬軌釦こよる伝櫛感激病巣が見られた。肝躊では実員緋頻ぷ服   

タンパク性顆粒変性に酢藩とともに，リボフスチン乳用軋股も出現していた。頼顆の問？をにミ′土リボ   

フスナン耕ミr‡雄三より成る純子包塊が形成されていた。膵撒は高度や廟劇濾※描トていた。腎臓て烏   

尿細管上皮は硝子摘変性に陥り，追血灘儲ド烏へモジデリン紅周侶㌻ぐり十ソスナンせ用銅盤バニは   

った。b）治祐例では，牢いこ脾臓昔々牒イド担甜＝槌とリボブスナンj［描胞より成む紬町域が多数   

洩られた。  

〕・以上のことか行∴重篤例でほ，体側範料紙に形成さ／れナニ敗帖溝渠が矩捏苗に上るぷⅧ痛薄招来   

していることが確証され，かつ潰瘍形成に重要な役割使牒Lていた滑走紬萌は全身感染をひき起   

こす性質のものでないことがわかった。  

4，、曇た，菰篤例では生理的乱調や機漂障害が内臓溺官に起こっていることがわかった。  
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